
た
り
と
、
と
こ
と
ん
環
境
に
優
し
い
、

驚
き
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

林
業
再
生
を
目
指
し
て

　

南
国
と
北
国
と
い
う
環
境
の
異
な

る
両
組
合
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
生
か
し
、
将
来
に
渡
り
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
図
り
信
頼
と

友
好
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ

の
社
会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
に
貢

献
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
全
国
の

林
業
再
生
の
活
力
源
と
な
る
森
林
組

合
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
こ
の
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
、
両
組
合

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
な
が

ら
、
人
の
交
流
、
技
術
の
交
流
、
文

化
の
交
流
を
通
じ
お
互
い
を
高
め
合

い
、
日
本
の
林
業
を
再
生
、
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
員
は
約
７
千
人
、
年
間
取
扱

額
約
15
億
円
。
南
那
珂
地
域
の
森
林

面
積
は
約
６
万
５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

温
暖
な
気
候
と
、
約
４
０
０
年
も
の

歴
史
を
持
つ
飫
肥
杉
を
主
体
と
し
た

豊
か
な
森
林
資
源
を
背
景
に
、
森
林

整
備
、
販
売
、
指
導
、
加
工
の
各
部

門
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
に
先
ん
じ
て
平
成
14

年
に
は
大
阪
府
森
林
組
合
と
友
好
組

合
の
協
定
を
交
わ
し
、
山
村
と
都
市

間
の
交
流
を
推
進
、
ま
た
、
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
な
ど
の
木
質
資
源
の
推
進

な
ど
、
環
境
を
重
視
し
た
取
り
組
み

も
始
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
下
川
町
森
林
組
合
が
あ
る

下
川
町
は
、
北
海
道
の
北
部
に
位
置

す
る
人
口
約
３
、
７
０
０
人
の
町
。

町
の
総
面
積
は
６
万
４
千
ヘ
ク
タ
ー

　

串
間
市
に
本
所
を
置
く
南
那
珂
森

林
組
合
（
島
田
俊
光
組
合
長
）
が
北

海
道
の
下
川
町
森
林
組
合
（
山
下
邦

廣
組
合
長
）
と
友
好
組
合
協
定
を
締

結
。
９
月
２
日
に
北
海
道
下
川
町
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
調
印

式
で
、
野
辺
修
光
串
間
市
長
と
安
斎

保
下
川
町
長
立
会
の
も
と
島
田
組
合

長
と
山
下
組
合
長
が
協
定
書
に
署
名
、

押
印
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
組
合
員
の
資
質

向
上
や
経
営
・
技
術
な
ど
の
情
報
交

換
、
両
地
域
の
加
工
品
・
特
産
品
な

ど
の
販
路
拡
大
な
ど
を
目
的
に
、

・�

森
林
組
合
員
、
役
職
員
の
相
互
の

交
流

・�

組
合
相
互
の
持
つ
経
営･

技
術
な

ど
の
情
報
交
換

・�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た

交
流

・�

木
材
の
利
用
お
よ
び
特
産
品
な
ど

の
販
売

・�

季
節
に
よ
る
組
合
相
互
事
業
の
交

流
・�

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
環
境
に

関
す
る
情
報
・
技
術
の
交
流

以
上
、
６
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
那
珂
森
林
組
合
と

下
川
町
森
林
組
合

　

南
那
珂
森
林
組
合
は
平
成
13
年
10

月
１
日
に
串
間
市
森
林
組
合
と
日
南

地
区
森
林
組
合
（
当
時
１
市
２
町
）

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。　

ル
で
、
そ
の
約
９
割
を
山
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
年
間
の
最
高
気
温
は
約

30
℃
、
最
低
気
温
が
約
マ
イ
ナ
ス

30
℃
と
、
年
間
の
温
度
差
が
約
60
℃

に
ま
で
達
し
、
11
月
中
旬
か
ら
４
月

中
旬
ま
で
雪
が
降
る
北
海
道
特
有
の

冬
が
長
く
夏
が
短
い
地
域
で
す
。
下

川
町
で
は
森
林
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
林
業
・

林
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
地
域

経
済
、
社
会
全
体
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

下
川
町
森
林
組
合
は
組
合
員
約
３

４
０
人
、
年
間
取
扱
額
約
10
億
円
。

こ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
る
の
は
お
も

に
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
。
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
の
理
念
に
基
づ
く
循

環
型
林
業
経
営
を
柱
に
、
町
唯
一

の
資
源
で
あ
る
森
林
を
守
り
続
け
て

い
ま
す
。
森
を
育
て
、
産
出
さ
れ
る

木
材
の
販
売
、
小
径
木
、
低
質
材
の

付
加
価
値
を
付
け
る
加
工
事
業
に
取

り
組
み
、「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
ま

た
南
那
珂
森
林
組
合
同
様
、
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
の
取
り
組
み
も
い
ち
早
く

始
め
て
い
ま
す
。

　

下
川
町
森
林
組
合
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
」。
こ
れ
は
森
か
ら
切
り
出
し
た

木
材
を
幹
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
枝

や
葉
、
加
工
す
る
際
に
出
る
オ
ガ
コ

ま
で
も
利
用
し
、
１
本
の
木
材
を
無

駄
な
く
使
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
。

間
伐
材
を
使
っ
て
木
炭
を
製
造
す
る

過
程
で
発
生
す
る
木
酢
で
円
柱
木
材

を
煮
沸
処
理
し
た
り
、
同
じ
く
そ
の

排
煙
を
利
用
し
て
燻く

ん

煙え
ん

木
材
を
作
っ

串
間
市
に
本
所
を
置
く
南
那
珂
森
林
組
合
と
北
海
道
の
下
川
町

森
林
組
合
が
友
好
組
合
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
都
道
府
県
を
越
え
た
交
流
で
、「
全
国
の
林
業
再
生
の
活

力
源
と
な
る
森
林
組
合
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

林
業
再
生
の

活
力
源
と
な
る

森
林
組
合
づ
く
り
を

目
指
し
て

宮崎県串間市

北海道下川町

林業界は「環境に配慮した持続性」「森林の多
面的な機能の発揮」という新しい流れに変わっ
て来ました。このような中、北国と南国という
環境の異なる両組合が、それぞれ地域の特性
を生かしさまざまな分野で交流を図り、信頼と
友好の絆を深めていきたいと考えています。お
互いに活発に活動することで両組合のさらなる
発展につながると確信しています。

代表理事組合長

山
や ま

 下
し た

  邦
く に

 廣
ひ ろ

さん

北
海
道

下
川
町
森
林
組
合

環境に配慮した取り組みに積極的な下川町森
林組合が確立しているゼロエミッション・シス
テムは、ぜひ取り入れていきたいと考えていま
す。また、北と南の環境の違いを生かした事業
配分やグリーンツーリズムにも取り組み、今後、
人材や技術の交流を積極的に進めながら、そ
れぞれの持つノウハウを提供し合い、お互い発
展していきたいと考えています。

代表理事組合長

島
し ま

 田
だ

  俊
と し

 光
み つ

さん

宮
崎
県

南
那
珂
森
林
組
合

下川町に広がる森林
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